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代表者による全体の評価と見直し・指示 

 
2024 年度は「情報発信による新たな高付加価値分野の開拓！」をスローガン

に、SNS 等を使った新たな事業領域の発信が出来ました。新事業は BtoC 商品

で、社員に「自分たちが作った製品」を意識してモチベーション向上につなが

ってくれればと思い進出しました。販売までにはまだまだですが、関連業種の

方から弊社のものづくりが評価されいろいろな受注をする事が出来ました。 

一方で環境負荷の削減についてはなかなか思うようにいかない結果となり

ました。弊社は 2010 年にエコアクション 21 の認定を取得し長く活動を続け

ておりますが、その分ベテラン社員と新入社員の意識の差が深まっており、さ

らには外国籍労働者の方の雇用も増やしたこともあり足並みがそろわないケ

ースが散見されるように思います。世界情勢の見通しの悪さなどから環境問題

がもたらす懸念・影響は今後も増加し各企業のたゆまぬ努力が重要であること

は今更言うまでもありません。仕事量の増加を理由に環境負荷の増加を無条件

によしとせず、販売管理システムを更新し更なる生産性の向上で環境負荷の低

減を実現できるよう努力して参ります。 

新たな挑戦として SBT 認定にもチャレンジしました。 

長く活動を続ける中、時に足並みが乱れたり目的と手段が曖昧になったりす

ることもありますが、組織の変革に合わせて柔軟に対応し次年度も全社一丸と

なってエコアクション 21 の取り組みを推進してまいります。 

 

指示 

・環境経営方針 変更なし 

・環境経営目標・計画 前年度基準、企業価値情報発信の検討 

・実施体制他  変更なし 

                        2025 年 3 月 31 日 

            梅南鋼材株式会社 代表取締役 堂上 勝己 
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環境関連法規制等の遵守状況 

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次のとおりである。 

 

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。 

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去 3 年間ありません。 

 

顧客要求事項の遵守評価は ISO9001 を併用し、2017 年９月 12 日 

維持審査を通して ISO9001：2015 版への移行を行っております。 

 

 

 編集後記 

 2024 年は終わりの見えないロシアによるウクライナ侵略の長期化に加えて、パレスチナ問題の激化な

ど武力による混乱に加えて第二次トランプ政権など社会情勢に大きな不安をもたらす変化が続く混迷の

年となりました。国内では石破内閣が発足し翌年の大阪・関西万博開催に向けて、前向きな変化が期待さ

れましたが思うような変革はなかなか実感できない状況が続きました。環境分野の視点から見ても 2024

年の 1 月に大震災に見舞われ復興に向けて進んでおられた能登半島が追い打ちのような豪雨災害に見舞

われるなど、温暖化の影響を懸念せざるを得ない自然災害の増加に不安を抱かずにはいられません。SBT

認定に挑戦しました。すべてが英語のウェブサイトを細かく翻訳しながら作業を進めるのは非常に難易

度の高いものではありましたが無事登録を終えウェブサイトに自社の名前が掲載されたときは確かな達

成感を感じることができました。自社の取組が認められたことを喜ぶ一方で認定取得が目的になり活動

が形骸化しないよう今後も全社一丸となって改善活動に努めていきます 

 

                               総務部 藤井 勉 

 

適用される法規制 適用される事項（施設・物資・事業活動等） 

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（金属クズ：売却） 

騒音・振動規制法 油圧式ブレーキプレス、空圧機 

フロン排出抑制法 業務用空調機（自主点検） 空圧機 冷却装置 

顧客要求事項 

環境負荷物質(例えばクロムフリー)・化学物質規制 

などその他の要求事項 

不良品削減 

納期厳守 
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ごあいさつ 

 

世界では昨年 11 月に米国のトランプ大統領が当選し、先行きがどうなるか

世界が注目しました。2024 年元旦に発生した能登半島地震に続き、9 月には豪

雨災害にも見舞われ大変ご苦労されたと拝察されます。また、日本では色々な

物価が高騰する中、米価の価格高騰が国民の生活を苦しめる結果になりました。 

また、賃金の引き上げが経済の好循環をもたらすと、政府を挙げて奨励され

ました。大企業は大卒初任給を大幅に引き上げるなど話題になりましたが、価

格転嫁が進まない中小企業は人材確保の為に防衛処置として給料を引き上げ

ざるを得ない状況です。電力費は高騰し本年度は 3 割程度高くなりましたが、

再生可能エネルギーの取りやめを行うことなく高い電力費を何とか死守して

おります。本年度は苦戦の中、価格転嫁も進み何とか人件費アップが出来まし

た。今後も引き続き顧客のニーズに高い次元で応えながら高付加価値を追い求

めていきたいと思います。今年度から環境経営はもとより社員の働き方改革を

一層推し進めると共に企業の社会的責任を重視した「ESG 経営」を推進してま

いります。 

 

                                         

梅南鋼材株式会社 

                                          

代表取締役 堂上 勝己 
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代表取締役 

環境経営方針 

 

〈環境経営理念〉   

梅南鋼材株式会社は、事業活動と環境配慮の両立を常に考え、 

持続可能な社会の実現に向け、全社一丸となって自主的・積極的に 

取り組みます。 

〈環境保全への行動指針〉 

１． 次の事項について環境経営目標・環境経営計画を定め、 

継続的な改善に努めます。 

① 消費電力、自動車燃料の削減を通して二酸化炭素排出量の削減 

② 紙媒体の削減及び原材料の歩留まりの向上による資源減量化の推進 

③ 水使用量の削減 

④ 環境に配慮した資材（グリーン製品、リサイクル製品）の購入 

⑤ 環境に配慮した製品提供       

⑥ 企業価値の向上と情報発信    

⑦ 始業前の清掃活動の継続                               

２． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。  

 制定日：2009.10.15 

改定日：2022.6.22 
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非常事態に対する備蓄の見直し 

避難が必要になった際すぐ持ち出せるよう 

社員一人一人が自身で設置・管理します 

例年 3月に西成消防署の協力の元消防訓練を行っています 

災害時の心構えや行動のとり方について学びます 

自社 BCP に基づき自主訓練も実施 

工場ごとに緊急事態体制を構築 

通報班・誘導班・消火班に役割を分けて 

対応手順の確認・問題点の洗い出しを行いました 

各工場に工場の住所や緊急連絡先を掲示 

事故が起きた際スムーズな連絡ができる体制に 

改善されました 

万が一に備えて一人一袋 
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経営理念・品質方針 

〈経営理念〉 
Mission（使命） 

1. 私たちは、モノづくりのシンカを通して、社会の発展に貢献します。    

Value（価値）  

1. 私たちは、感動あふれる価値を創造し、顧客満足を追求します。 

Mind（意識） 

1. 私たちは、夢の実現に向け、情熱と誠意をもって成長します。 

 

 

 

〈品質方針〉 
 

｢お客様の信頼と満足が得られるように、品質最優先で行動する｣ 

 

１．お客様の要求の変化に合わせて、品質・コスト・納期の継続的改善に努め、 

品質の安定化を図る。 

２．品質目標を設定し、目標の達成に努める。 

３．品質保証のしくみを継続的に改善する。 

４．誠実を常とし、共存・共栄を基盤に、法令・お客様などの要求事項を順守する。 

 

 

 

 

〈事 業 継 続 基 本 方 針〉 
 

 

 

１． 人命第一を旨として、従業員とその家族の安全と生活を最優先とする。 

２． 従業員も地域住民の一人であるという考えの下、 

地域の生活と安全へ貢献する。 

３． 事業の早期復旧・継続により顧客の信用を守る。 

４． 平時より BCP に対する意識を持ち、継続的な改善に努め、 

緊急時には相互援助を行う。 
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事業所の概要                                                                                                             

 概 要 

  事 業 所 名   梅南鋼材株式会社 

  会 社 設 立   昭和 31 年 4 月 30 日 

  資 本 金   ３,５００万円 

  代 表 取 締 役   堂上 勝己 

  所 在 地    本社・第一工場 大阪市西成区南津守 5-12-16 

           第 三 工 場 大阪市西成区南津守 5－6－66 

         住 之 江 工 場 大阪市住之江区泉 2-1-92 

                     第 四 工 場 大阪市西成区南津守 5-8-25 

       第 二 工 場 大阪市西成区南津守 5-12-13 

  連 絡 先   T E L ：06-6661-9666    F A X ：06-6658-3533 

          E - M a i l ：info＠bainan.jp  U R L ：http://www.bainan.jp  

  環 境 管 理 責 任 者  専務取締役     堂上 智史                

 

  環 境 管 理 事 務 局  総務部       藤井 勉   

 

 

  

  

本社・事務所 第四工場・会議室 
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    事業の規模 

    鋼材の卸売業務及び鋼材・鋼板の加工  

 

事業年度    4 月 ～ 3 月 

   認証登録範囲 全社認証登録範囲 

 (本社・第一工場、第三工場、第四工場、住之江工場、第二工場) 

   事業内容  鋼材の卸販売業務及び鋼材・鋼板の加工 

 

 

 

 

2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

売 上 高(百万円) 817 887 878 862 

従業員数（年度末

数） 

53 名 52 名 57 名 60 名 

延べ床面積 

第一工場 308 ㎡ 308 ㎡ 308 ㎡ 308 ㎡ 

第二工場 - - 165 ㎡ 165 ㎡ 

第三工場 340 ㎡ 340 ㎡ 340 ㎡ 340 ㎡ 

第四工場 285 ㎡ 285 ㎡ 285 ㎡ 285 ㎡ 

住之江工場 403 ㎡ 403 ㎡ 403 ㎡ 403 ㎡ 

 

人数 

第一工場 39 名 39 名 41 名 46 名 

第二工場 閉鎖 閉鎖 2 名 2 名 

第三工場 7 名 7 名 8 名 7 名 

第四工場 4 名 4 名 4 名 3 名 

住之江工場 3 名 2 名 2 名 2 名 

自動金型装置付曲げ機械 AMADA HG-2204ATC ベンダープレス MURATA BH18530
   〃  80ｔ AMADA RG80

ファイバーレーザー 三菱電機 ML3015GX-F60    〃  50ｔ KOMATSU PAS5020
   〃   225ｔ KOMATSU PBZ2254

ファイバーレーザー 三菱電機 ML3015NX-F 高性能3本ロール機 アイセル BU-SK1300
バリ取り機 エステーリンク METAL-ESTE 端曲げ機構付3本ロール機 アイセル BU-SP1300

ウレタンロール エスカディア SRY

3D FABRI GEAR 山崎MAZAC    〃 エスカディア SR-55EⅡ

主要加工設備

住之江工場

第三工場

本社・第一工場

第四工場
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環境経営システム役割・責任・権限表 
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住之江工場に設置された三次元レーザー切断機です。 

穴あけ・切欠き・開先・タップ加工の一貫加工が可能です。 

曲げ加工では作成できないような小さな立ち上りや、 

折り曲げ位置に近い切欠や穴加工なども 

既存の鋼材を切断することで容易に作成することができます 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年度より第二工場にファイバーレーザー溶接機を導入。 

高品質で高パワー密度のレーザー光が安定して発振できるため、安定した溶接が可能です。 

従来の溶接機に比べてエネルギー交換効率が 30％以上高く省エネにも貢献しています。  
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                       レーザー加工機による切断加工です。 

                       鉄・ステンレス・非鉄金属(アルミ・銅・真鍮) 

                       薄板(0.1ｔ)から厚板まで 

                       多種多様なご要望にお応えできます 

  

 

 

  

 

 

 

2019 年 CO2 レーザーを廃止して、 

新型ファイバーレーザー加工機導入しました。 

高反射材・非鉄金属を高い精度で切断可能です。 

15 段の自動パレット交換装置を備え付け 

低コストと高い生産性を実現しました。 

CO2 レーザーに比べて消費電力が非常に少なく、 

二酸化炭素排出量の大幅な削減に繋がりました。 

 

                

 

様々な形状の製品を CAD のネスティング機能で 

組み合わせ材料のロスを最小限に抑えています。 

効率的な切断データを作成することで 

機械の稼働時間も短縮できるため、 

電力使用量の削減にも貢献しています。 

 

 

バリ取り機「METAL-ESTE」による研磨仕上げ 

 

ブラシの回転軸の偏心が万遍なく研磨 

レーザー切断で発生したバリの除去 

エッジ処理を高品質に実現します。 
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ご指導くださった先生方、ご支援頂いた皆様に感謝申し上げます。  

               

＜活動実績・成果＞ 

   

 なにわエコ会議 CO2 削減コンペ プラゴミ削減努力賞 

  

 SBT 認定に挑戦し Website に掲載されました 

  Science Based Targets initiative (SBTi) 

https://sciencebasedtargets.org/target-dashboard 

 

 

   We Mean Business Coalition 

https://www.wemeanbusinesscoalition.org/committed/  

 

 

 

 

主な負荷の実績 

項目 単位 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 

付加価値額 

（売上-原価） 

千円 360,158 

 

407,197 

(113%) 

430,485 

(105％) 

441,961 

(102%) 

476,795 

(107%) 

二酸化炭素総排出量 

(対象：エネルギー総

量) 

kg-

CO2 

190,652 142,149 

(75%) 

48,739 

(34%) 

44,312 

(90%) 

47,754 

(107%) 

一般廃棄物量排出量 

 

kg 1,196 1,107 

(92%) 

821 

(74%) 

731 

(89%) 

739 

(101%) 

 

水使用量 

 

㎥ 401 383 

(95%) 

354 

(92%) 

389 

(109%) 

471 

(121%) 

（注）廃棄物にはリサイクル量は含んでいません。       (%)は前年度比 

産業廃棄物はありません（売却・リサイクルのみ） 

2021 年度 11 月より、二酸化炭素排出係数 0 電力 EnneGreen へ切り替え 

2023 年 1 月より、デジタルグリッド提供の CO2 排出係数 0 プランへ切り替え 
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油圧ブレーキによる鋼板の加工です。  

5 台のブレーキプレスを主軸に、 

3 本ロール・ウレタンロール等を使い分け 

様々な形状の曲げを実現します。 

新たに自動金型交換機能付き曲げ機械を導入 

 

 

                       

 

 

                                               管理ソフトで機械ごとの稼動状況を見える化。 

                                               稼働率・生産時間・通電時間など、 

                                               データを把握することで人時生産性を算出し、 

                                               無駄の削減・生産性の向上に努めています。 

                                                

                                                

                                                

                                                

 

                                                

ベンディングアイ機能による、角度補正 

業界最速の自動補正機能により、 

材料のばらつきや、圧延方向のばらつきを抑え 

素早く安定した品質を実現します 

 

 

                        

 

市内配達区域において弊社所有のトラックによる 

自社便配達を行っております。 

自社便ならではの機動性に加え、 

積み合わせ・ルート配送による省エネ効果も。 

各ドライバーはチェックリストを持ち 

エコドライブに取り組んでいます。 
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と     EA21 と ISO9001  

二つのマネジメントシステムを両立した会社です 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

                                                                                

梅南鋼材が提案する多品種少量短納期生産システム！ 

 

 
お客様の要望に出来るだけお応えできるように梅南鋼材ならではの供給スタイルを提案します。 

図面などから要望される前工程を全て当社が引き受け、プラモデルの部品のようにお客様は組み立

て・仕上げだけに専念することができます。 

 

材料ではなく部品をお届けします 

鋼材屋としての豊富な材料調達ネットワーク 

現場と連携した社内 CAD による生きたデータ展開 

自社便配達による効率的なルート配送 

材料調達から切断・曲げまで、ノンストップ 

社内一貫加工体制で多品種小ロットに対応 

2023 年度より第二工場を開設、溶接加工を内作化 

プラモデル納品の更なるシンカを目指します。 

    作業環境改善 

作業効率の向上 

不良品減少 

EA21 環境活動 

  二酸化炭素排出量削減 

水使用量削減 

資源減量化の推進 

ISO9001 品質方針 

 品質・コスト・納期の 

継続的改善 

 品質目標の設定・達成 

  品質向上 

環境負荷低減 

体系的な教育 
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環境目標及びその実績 

    

  

   

   

  

 

  

 

2024 年度の実績結果について 

 2024 年度は 2023 年度の実績を基準年度とし、環境負荷を 2％減少させるこ

とを目標に活動しました。事業実績としては前年度比 107％の付加価値額を計

上することが出来た一方で、環境負荷についても目標を達成することが出来ず

似た比率での目標超過となりました。次年度は事業拡大をしつつも環境負荷の

排出を抑えるという基本の理念に立ち返り、生産性の向上や不良削減を通して

各管理項目の目標達成に向けて努力して参ります。 

デジタルグリッド株式会社提供の CO2 排出 0 電力を導入しており、 

CO2 排出係数（調整後排出係数）は 0.000kg ｰ CO2/kWh です。 

2023 年 4 月より稼働した第二工場のみ 0.434 kg ｰ CO2/kWh です。
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環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

消費電力削減を通して二酸化炭素排出量の削減 

                   目標値 381,790 kWh 

                   実績  411,845 

                   達成状況 107% 

再エネ100宣言 RE Actionへ参加 (CO2排出係数0電力導入に伴い電力使用量で検討) 

  2021 年 11 月より全拠点再エネ導入 

  2023 年度開設の第二工場を除き 

100％再生可能エネルギーに                           

   社内パトロールによる改善        環境に配慮した設備 MF Ecomachine  

 

  

 

  

 

 

取り組み計画 

達
成
状 
況 

 
評価 

次年度の取組内容 

省エネ意識の徹底 ○ 手元スイッチ付近への貼紙による啓発活動を継続 

不要照明の消灯 〇 設置可能な箇所に人感センサーを導入 

不使用機器はコン
セントを抜く 

○ 
事務所内配線の整理を実施し、結束バンドによる収
納と不要機器の洗い出しを実施 

設備の空運転防止 ○ 設備の稼働状況をシステムで見える化 

工程管理による稼
働時間短縮 

○ 
ISO9001 による工程管理の見直しを適宜行い生産性
の向上に努めている 

ネスティング強化
による端材の削減 

〇 
勉強会を開き割付・ネスティングの知識向上を行っ
た 

品質管理目標に基
づき不良品の削減 

○ 
ISO9001 による品質管理を行い前年度比 28％減の
不適合件数の削減を行った 

3S 活動の推進 〇 毎月社内パトロールを実施し改善に努めている 

冷房28℃暖房20℃ 〇 快適な作業環境の目安として意識 
冷暖房に頼らない
温度調整・クール
ビズ等の実施 

○ 
シートシャッターによる温度管理を適宜行いエアコ
ン稼働率の低減に努めた 

本社工場の電力使用量増を踏まえて、次年度は業務の振分けを検討します。 
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 正社員平均年齢 34.5 歳(2024 年 4 月現在) 

2009 年「大阪市きらめき企業賞」受賞 

 女性幹部・女性技術者の活躍が評価されました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年「女性活躍リーディングカンパニー」認証取得 

 幹部・正社員・パートさん、 

 様々な立場の女性がそれぞれの立場で無理なく活躍できる環境を整備しています、 

 

                   

 

 

2015 年には「ウェルワーク 2015」認定証取得しました。 

                  2004 年より毎年新卒採用を継続し、 

                  ここ 10 年で社員は倍以上に増えています。                  

 

5 か国 10 名 外国籍労働者の増加                  

 3 名の外国人技能実習生の受け入れに加えて 

営業部(ベトナム・中国)・配送課(韓国)・CAD 課(韓国・中国・ロシア)と 

多岐に渡る部門で外国籍の方の採用を行いました。  

異なる出自や価値観から受け入れに苦労した部分もありますが、               

多様な人材を活かし、その能力を最大限発揮できるよう、 

ダイバーシティ経営の推進に力を入れています。                 
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企業価値の向上と情報発信 

各工場・事務所に体温計を設置

消毒用アルコールと合わせて 

感染症対策を実施 

                 フットスタンドを導入  

容器に触れずに衛生的です 

BCP を策定しリスク管理と課題管理を日々検討 

従業員の安全と顧客の信用を守ります 

2019 年 11 月事業継続力強化計画に認定 

2020 年 レジリエンス認証  

事業継続および社会貢献 認定 

大阪府中小企業家同友会様主催の 

BCP 策定スクールに参加して指導頂き 

無事認定を受けることができました 

 

取り組み計画 

達
成
状
況 

 
評価 
次年度の取組内容：継続 

表彰制度等の積極
的な挑戦 

○ 
なにわエコ会議主催 CO2 削減コンペにてプラゴミ削
減努力賞を受賞 

BCP の充実とレジ
リエンス認証の継
続 

〇 
地域貢献を含めたゴールド認証でレジリエンス認証
を継続 

地域密着型企業と
して地元高校から
の新卒採用の推進 

〇 
1 名の採用を実施 

積極的な地域貢献
活動 

〇 
西成消防署の防災アドバンスド講習会へ参加 

働き方改革、健康経
営の推進 

〇 
健康経営優良法人の認定を継続 

ISO9001 による品
質の維持改善 

○ 
ISO9001 の認証を継続 
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自動車燃料削減による二酸化炭素排出量の削減 

   目標値  39,150 

   実績   43,263                   

    達成状況  110% 

SuperDriveGuard による運行管理         

ドライバーごとの特徴を把握      

エコドライブ実践状況の見える化 

 

 

 

                     毎日チェックシートで車両状態を確認 

 

 

 

 

 

 

 

                        

                        

 

取り組み計画 

達
成
状
況 

 
評価 

次年度の取組内容 

アイドリングス
トップ 

○ 
各車エコドライブの啓発の掲示を行い常に意識してい
る 

効率的なルート
で配送 

○ 
前日夕方から翌日配達予定の伝票を精査し常に効率的
なルートの模索を行っている 

エリア別営業活
動の見直し 

○ 
営業活動の拡大に伴い新規地域との兼ね合いを見て検
討している 

適正な車両整備
の実施 

○ 
ISO9001 による車両整備と管理を実施している 

誤配送、積み忘
れの削減 

○ 
伝票の W チェックを行い不適合が発生した際は
ISO9001 に基づく対応を実施している 

3S 活動の推進 ○ 毎月社内パトロールを実施し改善に努めている 

ガソリン使用量は低減したものの軽油の使用量が増加 
次年度は燃費の良い車輛中心に効率的なルート配送を心がける。 
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一般廃棄物の削減（資源減量化の推進） 

   目標値  716kg 

   実績   739kg                   

    達成状況  103% 

               

水使用量の削減 

   目標値  342 ㎡ 

   実績   471 ㎡                   

    達成状況  137% 

第三工場トイレ故障で使用量増加 

             次年度は日々の点検をしっかりと 

 

取り組み計画 
達成
状況 

評価 
次年度の取組内容 

裏紙使用 ○ 紙資源の別途収集を実施 

ミスコピーの防止 ○ デマンド印刷による防止策を実施 

帳票見直しによる印刷物の削減 ○ 電子化による削減を実施中 

分別による古紙のリサイクル化 ○ 事務所・現場共に分別を実施 

3S 活動推進 ○ 毎月社内パトロールを実施し改善 

電子メディア利用によるペーパ
ーレス化 

〇 
受注管理システムを更新し更なるペ
ーパーレスを推進 

紙コップ使用の削減・マイカップ
推奨 

〇 
ウォーターサーバーは紙コップを置
かずマイカップ活動継続中 

コンビニ食削減・昼食補助 〇 継続して実施中 

製品梱包材のリサイクル・過剰梱
包の抑止 

△ 
傷への対応のため使用量増加、リサ
イクル可能な材質を検討中 

SUS 製品など傷防止の要求が高度化 
次年度は裏面ビニールの無いリサイクル可能な材質を検討します。 

取り組み計画 
達成
状況 

 
評価 
次年度の取組内容 

節水呼び掛け ○ シール貼付けにより注意喚起 

水使用設備の定期的な点検 〇 ISO9001 に基づく点検を実施 
水量調節による節水 ○ 実施中 
第三工場のトイレ故障で使用量が増加 
次年度は日々の点検をしっかりと継続していきます。 
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環境に配慮した資材の購入 

環境に配慮した製品提供 

点検・記録の管理  分別・回収無駄なく利用 CO2 排出量試算 

                                      

 

 

 

3S 活動を推進 ペーパーレス受注 自社銘入りエコバック作成 

 

 

取り組み計画 
達成
状況 

 
評価 
次年度の取組内容：継続 

有害性の少ない資材の購入 ○ クロムフリー材の徹底 

省エネ性能の高い設備の購入 〇 各部門で導入 
燃費の良い自動車の採用 〇 各車燃費表を作成し検討 
環境に配慮した材料の梱包材、緩
衝材の導入 

〇 
必要に応じて検討 

事務用グリーン購入比率向上 〇 目標 50％に対し通年平均 74％ 

取り組み計画 
達成
状況 

 
評価 
次年度の取組内容：継続 

プラモデル納品のシンカに努め、
後工程の負担削減 

○ 
継続して取組中 

ISO と連携し納期厳守・品質維持・
顧客満足度の向上 

〇 
毎月部門会議・全体会議で見直し
を実施 

クロムフリー等環境負荷物質を
含まない材質の選別 

〇 
継続して実施中 

自社の活動における環境負荷排
出量の把握 

〇 
ワークシートを元に管理 

受注ソフトのクラウド化による
製品・取引情報の管理 

〇 
新たな受注システムの導入に向け
て準備中 

分別・リサイクルの徹底 ○ 各工場分別してゴミ箱を設置 


